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動物研究者は何を代理＝表象するか
フィールド動物研究の本音と建前
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発表の概要

• 日本霊長類学小史 

• 日本霊長類学史の観察法の系譜：共感法、生態的参与観察、客観的観察 

• 生態的参与観察とは 

• 日本霊長類学と動物文学の系譜：「日本動物記」から「新・動物記」へ 

• 現在の動物研究における生態的参与観察：「新・動物記」シリーズを例に 

• 動物研究者の本音と建前：「現場の観察のおもしろさ」と「科学論文の味気な
さ」
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自己紹介
• 野生チンパンジー研究者（タンザニア・マハレ、2002年～） 

• 自然科学者／フィールドワーカー 

• 生態的参与観察の実践 

• 「新・動物記」シリーズ共同編者（京都大学学術出版会、2021年～） 

• 動物研究の現場の実践を描くドキュメンタリー・シリーズ 

• 既刊8巻（キリン、チョウ、ボノボ、シベット、ハクセンシオマネ
キ、アザラシ、ベニガオザル、シロアリ塚） 

• 日本霊長類学史アーカイブズ・プロジェクト（2020年～） 

• タンザニア・マハレのチンパンジー研究のパイオニア・西田利貞氏
の研究資料アーカイブズの整理

3



動物研究における観察の方法
論文に書かれる観察の方法／フィールドでの観察の方法

• 自然科学における理想的な観察者→透明な「神の視点」からの観察 

• 観察対象に影響を与えない 

• 観察に主観を持ち込まない 

• 価値中立的な観察と記録をおこなう 

• 現在の動物研究は自然科学（生物学）の一分野 

• 建前上（論文上）は「客観的な観察」のみが是とされる→「動物文学」にならない 

• 実際の現場の観察実践（本音）についてはほとんど語られることがない 

• 動物研究者は現場でどのような観察をしているのか？→日本霊長類学史＋現在の動物研究からひもとく
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日本霊長類学小史
黎明期におけるニホンザル社会への参与観察 → 自然科学化

• 1948年12月の今西錦司、伊谷純一郎、川村俊蔵による宮崎県幸島のニホンザル調査 → 日本霊長類学の誕生 

• 人間社会（家族）の起原と進化をサルの社会の観察から明らかにする 

• 日本各地で餌付けによるニホンザルの観察を開始 

• ニホンザルの社会を観察する方法としての「餌付け」「個体識別」「長期データの蓄積」 

• 「共感法」（河合雅雄）→「生態的参与観察」（黒田末壽） 

• 個体識別や共感法は「擬人主義」：当時の欧米では受け入れられなかった（アスキス 1984; 足立 2016） 

• 1980年代以降の社会生物学の受容と自然科学化 

• 客観的な観察＋データ収集＋分析が主流に
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個体識別と共感法
初期日本霊長類学の観察法

• 個体識別 

• サル個体の「パーソナリティ」（「臆病な」「気が強い」「うるさい」…）を識別 → 命名 

• 個体の外形的な特徴ではなく「性格」「人格」を捉える視点 

• 共感法（河合雅雄） 

• パーソナリティを識別した個体への共感を基軸とした観察法 → 個体識別が前提 

• 人間と類似性の高いサルの生活世界を感情のレベルで認知・理解する 

• 欧米の研究者コミュニティは擬人主義的・主観的な観察方法であり科学的ではないと批判 

• 人間と動物を連続したものとして捉える日本的アニミズムの存在（アスキス 1984; 北原 1983; 足立 2016） 

• ただし日本人に特有というわけではない（後述、黒田 2021）
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黒田末壽 「類人猿の森林を歩く：方法から『自然のほほえみ』へ」『わざの人類学』 （p.340）

転換は、幸島で3週間ほど経って自分にはマーク識別しかでき
ないとあきらめ始めたとき、不意に生じた。朝の起きがけに
声だけである個体がわかったのだ。それからするすると人格
的識別ができるようになった。そのときの感じは、懸命に考
え続けて難題が解けたとか、ハードなトレーニングの末に
100m走の記録がのびたとかいうのとは違って、錆びついてい
くら押しても動かなかった転轍機が不意に勝手にガチャンと
動いたような感じに近い、まったく不作為で受動の出来事だ
ったが、他方で受動・能動の区別が無意味になる現象でもあ
った。というのは、新しいレール上から眺める景色ではサル
の存在感が増し、彼らの振るまいがより細かに感じられるよ
うになり、彼らの世界が私を包んだという感覚の一方で、私
は彼らの世界へ踏み込んだはっきりした感覚があったからだ 
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生態的参与観察（黒田 2002）
その特徴と射程

• 参与観察 

• 文化人類学などで対象とする人びとの生活に自らも参与しつつ社会・文化を観察・理解する方法 

• 対象に干渉せず距離を置いて「外から」客観的に観察する自然科学の観察方法とは対照的 

• 「生態的」参与観察 

• 対象とする動物の生活空間（生息環境）を観察者も共有するべく、動物と同じように動き、同じ
ように食べ、動物の生活をなぞるように観察者も対象動物と同じ活動に参与する 

• 感情的な共感（意識）よりは、身体の動かし方（行為）や活動への参与（経験）を重視 

• 動物の生活をその環境とともに理解する
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黒田末壽 『自然学の未来：自然への共感』 （p.85‒86）

生態的参与観察は、参与観察の相手を（人間から：西江補
足）自然あるいは特定の動物にうつしたものと思ってもらう
といい。相手は人間と違うから、感情を分かち合ったり、
生活をともにするのはむずかしい。サルたちと自然のなかで
生活することはできないが、生活空間をある程度共有する
ことはできる。とくに相手が高等ほ乳類ならば、「飼い主は
その犬に似る」というように、気分や表情を共有すること
だって起こりうるし、ニホンザルやチンパンジーそっくりの
表情をかいまみせる霊長類学者は何人もいる。
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黒田末壽 『自然学の未来：自然への共感』 （p.85‒86）

＜生態的＞という言葉をつけるのは、相手の動物の生活空間、すなわ
ち自然を、観察者が生活空間として共有する大切さを強調したいから
だ。私の場合は、チンパンジー、ピグミーチンパンジーを観察すると
きは、彼らの顔と行動の特徴を覚え、歩くところを丹念に歩き、食物
を口に入れて味わい（口やのどが腫れる物もある）、彼らが見る物を
見つめ、同じように鳴いてみることをやった。そして、夜の森林を星
明かりだけで歩けば、月が出たときチンパンジーが鳴く気分がわかる
ような気になるし、同じように雨に濡れると、その心地よさも心細さ
もわかるような気になる。そのような態度で彼らを見ていると、ちょ
っとした身振りに敏感になったり、その意味するところに見当がつく
ようになってくる。ある方向に走りだしたとき、それがパニックなの
か、おいしい果物を求めての移動か、それとも他集団と闘うためか
が、予測がつくようにもなる。もちろん、見当だけで彼らの行動を説
明するわけにはいかないから、その成り行きを確めて予測の正否をチ
ェックするのである。 
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黒田末壽 『自然学の未来：自然への共感』 （p.85‒86）

このやり方は多かれ少なかれ動物・植物の行動や生態の研究
者、霊長類学者がやってきたことである。そして猟師がそう
だ。日本霊長類学者のパイオニアの一人、河合雅雄は、サル
に人格を認めて彼らを人間を見るのと同じ眼で観察する方法
を「共感法」と名付けているが、私はそれを類人猿が棲んで
いる空間ごとすることを目指したのだ。これは、チンパンジ
ー、ピグミーチンパンジーの観察眼を磨くだけではなかっ
た。森の細部や動物が見えるようになり、植物はそれぞれの
臭いと味と場所として、あるいは柔らかいクッションとして
意味を持ってくるのだ。季節の変化にも敏感になってくる。つ
まり、自然になじんでくるのである。それは参与観察で相手
の文化が自己に参入してくるのと同じで、自然が私の中に入っ
てきたのである。 
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黒田末壽 『自然学の未来：自然への共感』 （p.85‒86）

私は、村や森ではトラッカーに自分を重ね合わせ、ま
ねをし、ピグミーチンパンジーの食物を見れば自分で
味わい、ときには彼らと同じように森で吼えて、猟師
やピグミーチンパンジーの世界を知ろうとした。それ
は、ワンバの村人やピグミーチンパンジーが感じてい
る世界を少しでもこちらが共有していなければ、彼ら
のことをわかり得ないと思ったためである。もちろ
ん、一部を彼らと共有したからといって、わかった気
になるのは危険である。しかし、私にはわかりたい相
手と何ら接点がないままの観察やデータ収集は、それ
以上に無意味なことにしか思えなかったのである。  
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ダナ・ハラウェイ『犬と人が出会うとき：異種協働のポリティクス』 （p.42）

スマッツは語る。「ヒヒたちの信頼を得る過程で、それこそ歩き
方やすわり方、姿勢の支え方、目や声の使い方も含め、自分をめ
ぐる、およそありとあらゆることを変えたと思います。どうやっ
たら、ヒヒ流のやりかたで世界に生息できるのかを一から学んで
いったわけです。……ヒヒたちが感情やモチベーションや意図を
互いにやりとりするのにつかう合図に反応していったわけです
が、次第に、そうした信号を彼らに送り返すことができるように
なりました。その結果、私が近寄りすぎた場合も、拒絶するので
はなく、わざと嫌そうな視線を送ってくるようになって、それか
ら移動すればよいようになりました。こう書くと、ちょっとした
変化のように思われるかもしれませんが、これは、一方的な反応
（無視することも可）を引きだそうとする対象物のごとく扱われ
ていたのが、意思疎通可能な存在として認識されるようになると
いう根本的な変化でした。」 
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生態的参与観察の現在
動物研究の現場の実践から

• 個人的な経験：チンパンジーのフィールドワークから 

• チンパンジーが食べていたものについて報告すると「それはうまいんか？」と聞かれる 

• 現場で見ているとチンパンジーが食べているものは自分も味わってみたくなる（実際に食べてみる） 

• チンパンジーと同じように森を歩き、同じように食べ、同じように昼寝をする生活 

• フィールドに身体を浸すことで自分の身体感覚が変容し、動物や植物、地形などが「体に入ってくる」 

• 他の動物研究者から聞く現場のエピソード 

• 生態的参与観察など聞いたことがない動物研究者でも、現場でやっていることはよく似ている 

• 「新・動物記」から実例を紹介
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日本霊長類学と動物文学の系譜
「日本動物記」から「新・動物記」へ（坂野 2023）

• 日本霊長類学創成期の『日本動物記』（今西錦司編、全4巻、光文社版1954～1957年、思索社版1971年） 

• 今西錦司（ウマ）、伊谷純一郎・徳田喜三郎（ニホンザル）、川村俊蔵（シカ）、河合雅雄（ウサギ） 

• 河合雅雄（2007）「解題：霊長類学の夜明けの素描」 『伊谷純一郎著作集』第一巻、平凡社 
動物社会学の初期の研究は、今西編『日本動物記』四巻として光文社から出版された。卒論を中心にした研究成果を一冊の本に書か
すという冒険こそ、今西流の弟子養成術の骨頂である。この冒険のナビゲーターとして、伊谷さんはヘミングウェイを、徳田君はカミ
ュ、河合はハドソンに求め、詩人の川村さんは自分自身であった。当時の若者の気負いが感じられて、ほほえましい思いがする。 

• 坂野徹（2023）「サルと文学̶『日本動物記』の世界」 『図書』 
こうしてみると、少なくとも草創期の日本霊長類学（「動物社会学」）と 『動物文学』が相当近い場所にあったことは確かだろう。
もちろん、モンキーセンター、 霊長研、霊長類学会と、霊長類学の制度的基盤が確立し、自前のメディアも整備されるなかで（『モ
ンキー』『Primates』『霊長類研究』など）、両者の関係は急速に薄れていく 。だが、雑誌『アニマ』（1973‒1993、今西監修）や
『河合雅雄の動物記』全八巻から、現在刊行中の『新・動物記』シリーズ（京都大学学術出版会）まで、霊長類学者や動物学者が広
義の「動物文学」の仕事をおこなう伝統はいまも健在である。どうやらいつの時代になってもサル（動物）の「科学」が 「文学」か
ら切れることはなさそうである。 
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16

西田利貞（1973）『精霊の子供たち：チンパンジーの社会構造を探る』筑摩書房

伊沢紘生（1982）『ニホンザルの生態：豪雪の白山に野生を問う』どうぶつ社

黒田末寿（1982）『ピグミーチンパンジー：未知の類人猿』筑摩書房



光文社版『日本動物記』案内より（1955）
日本霊長類学の産声と今西錦司の気概
ウマをやりだしたときから、われわれは一匹一匹を識別して、観察するようにした。この個体識別という接近法こそ
は、彼らの社会生活の秘密をひらく、ただ一つの研究手段であったのだ。『動物記』といえば、ひとはすぐシートンを
思い出すであろう。しかし、シートンはおおむね動物の英雄をえがいて、動物の社会をえがきだしてはいない。（中
略）その他大勢ともいうべき連中に注意を向けることは、いままですっかり忘れられていた。物語なら、それでも書け
るであろうが、それでは実態調査をしたことにならない。われわれは、文学よりも科学を求めるものであった。 

それにもかかわらず、われわれがシートンにならって、『日本動物記』を名乗ったのはなぜであろうか。ここに公表す
るのは、われわれの実態調査の報告書でもなければ、科学的な研究成果をまとめた論文でもない。それももちろん、わ
れわれとしては書くべき義務を負うているが、そのためにはまたちがった書き方があり、発表のしかたがあるであろ
う。これはわれわれが現地において、汗にまみれ、茨に傷つきつつ、野帳（フィールドノート）に書きつづけた観察記
録そのものであり、それがそのままわれわれの生活記録に通ずるものである。それは科学にして文学なのである。 

われわれの望むところは、真実からしぼりとったエキスでなくて、エキスになるまえの真実がお伝えしたいのである。
われわれの望むところは、われわれの肉迫によって、真実が一枚一枚とベールを脱いでいく様子を，お見せしたいので
ある。ここまでいえば、シートンの『動物記』とわれわれの『日本動物記』とのちがいは、すでに明らかである。『動
物記』は純然たる文学作品であったが、『日本動物記』はまた、日本生態学そのものの生きた記録でもあるのだ。
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思索社版『日本動物記』の再刊によせて（1971）
日本霊長類学の「体制化」と今西錦司の慨嘆
卒直に申せば、この再刊をむかえるにあたり、私には意に満たないことがないわけでもない。 

「動物記」の再刊は結構なのであるけれども、私にいわせるならば、研究はその后もつづけられ、若い研究者の数も、い
までは大幅にふえているのだから、この再刊のまえに、もうとっくに、「続日本動物記」̶名前はどうでもよいが̶全四
巻ぐらいは、出版されていてよかりそうに思えるのに、それが出版されていないばかりか、そうした企画のあることさえ
耳にしていないというのは、いったいどうしてであろうか。 

（中略）もっとも私は、そうした恵まれた研究の場を与えられている研究者たちが、研究をサボっているとも思っていな
いし、つぎつぎにすぐれた成果の発表されていることも、よく承知しているつもりなのだが、そういう研究の場に身を置
くと、どういうわけか、若い人たちまでがみな早くから学者面するようになって、型にはまった論文なら書けるけれで
も、もはや精彩にみちた「動物記」のようなものは、書きたくなくなるのか、あるいは書きたくても書けなくなるのでは
なかろうか。 

（中略）ようやく日本のサル学が、堅気な学問の世界に仲間入りすることができたとき、われわれはそこに、われわれと
はいささか精神構造を異にした、われわれの後継者を見いだしたのである。道を誤ったのかもしれない。自然の中に、動
物の中に、沈潜する生活と、体制の中の研究所生活とは、やはり、両立しがたいものなのかもしれない。「日本動物記」
全四巻も、どうやら、はじめにしておわりとなる運命に、あるのかもしれない。
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「新・動物記」シリーズ（京都大学学術出版会）
黒田末壽と西江の共同編集による単行本シリーズ

1. 齋藤美保『キリンの保育園：タンザニアでみつめた彼らの仔育て』（2021年6月） 
2. 竹内剛『武器を持たないチョウの戦い方：ライバルの見えない世界で』（2021年6月） 
3. 坂巻哲也『隣のボノボ：集団どうしが出会うとき』（2021年8月） 
4. 中林雅『夜のイチジクの木の上で：フルーツ好きの食肉類シベット』（2021年10月） 

5. 竹下文雄『カニの歌を聴け：ハクセンシオマネキの恋の駆け引き』（2022年4月） 

6. 水口大輔『アザラシ語入門：水中のふしぎな音に耳を澄ませて』（2022年10月） 

7. 豊田有『白黒つけないベニガオザル：やられたらやり返すサルの「平和」の秘訣』（2023年1月） 

8. 山科千里『土の塔に木が生えて：シロアリ塚からはじまる小さな森の話』（2023年4月）
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なぜ今「新・動物記」だったのか？
動物研究の知の産出過程の記述

本シリーズは研究者自身による探究のドキュメントです。動物研究の営みは、対象を客観
的に知るだけにとどまらない幅広く豊かなものだということも知ってほしいと願っていま
す。動物を発見することの困難、観察の長い空白や断念、計画の失敗、孤独、将来の不
安。そのなかで、研究者は現場で人々や動物たちから学び、工夫を重ね、できる限りの
ことをして成長していきます。そして、めざす動物との偶然のような遭遇や工夫の成果に
歓喜し、無駄に思えた膨大な時間のなかに新しい発見や大胆なアイデアをつかみ取るの
です。こうした動物研究者の豊かなフィールドの経験知、動物を追い求めるなかで体験し
た「知の軌跡」を、読者には著者とともにたどり楽しんでほしいと思っています。 

（新・動物記 刊行の辞「来たるべき動物記によせて」より）
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なぜ今「新・動物記」だったのか？
他者理解の拡張としての「動物のエスノグラフィ」

本シリーズは人間の他者理解の方法にも多くの示唆を与えると期待しています。人間は他者の存
在によって、自己の経験世界を拡張し、世界には異なる視点と生き方がありうると思い知りま
す。ふだん共にいる人でさえ「他者」の部分をもつと認識することが、互いの魅力と尊重のベー
スになります。動物の研究も、「他者としての動物」の生をつぶさに見つめ、自分たちと異なる
存在として理解しようと試みています。そして、なにかを解明できた喜びは、ただちに新たな謎
を浮上させ、さらなる関与を誘うのです。そこで異文化の人々の世界を描く手法としての「民族
誌（エスノグラフィ）」 になぞらえて、この動物記を「動物のエスノグラフィ（Animal 
Ethnography）」と位置づけようと思います。この試みが「人間にとっての他者＝動物」の理解
と共生に向けた、ささやかな、しかし野心に満ちた一歩となることを願ってやみません。  

（新・動物記 刊行の辞「来たるべき動物記によせて」より）
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動物研究の現場での異種混淆的な知の産出過程
「新・動物記」の射程

• 動物研究の知は「論文」だけではない 
- 動物の捜索 → 発見 → 追跡 → 観察 → 記録 → 分析 → 考察 → 執筆 → 論文 

- 「論文」はこの一連の過程で「夾雑物」を削ぎ落とした「結晶」のようなもの 

• 動物研究者は「単なる客観的な観察者ではない」し「論文以上のこと」を知っている 
- 動物とそれを取り巻くさまざまな生物的・無生物的環境、現地住民・アシスタン
ト・同僚研究者といった人間も含めた異種混淆的な知が産出されている 

- こうした知の産出過程自体をアウトプットできないか？
22



動物研究の現場での異種混淆的な知の産出過程
「新・動物記」の射程

• 「論文」の限界 
- IMRaD形式（序論-方法-結果-考察）の功罪 

- 短く書かせる圧力→1本の論文には1つのことしか書けない 

- 「現場の豊かな経験知」のようなものを書くことはできない 

• 「別のしかた」の模索 
- 映像 → これもあり（すでに映像ドキュメンタリーや動画アーカイブもある） 

- 文章 → 「長く書ける場＝メディア」と「別の書き方」がどうしても必要
23



動物研究の方法＋メディアとしてのエスノグラフィ
「新・動物記」の射程

• （広義の）フィールドワークの現場の知を記述する方法としてのエスノグラフィ 

- 人間を対象にしたエスノグラフィの手法を動物に拡張（人間も動物だし） 

- 他者理解の方法としてのエスノグラフィの拡張 ＋ 動物研究の拡張 

• 「動物のエスノグラフィ」としての「動物記」 

- 「偉大な古典」もある一方で、多くは「一般書」としての位置づけ 

- 動物研究者にとって「業績」になりにくい → メリットが少ない → 書かない・出版されない 

- 「動物のエスノグラフィ」の学問的なポテンシャル（理系／文系によらず）を開拓したい（坂野 2003） 

- 「動物と動物研究者の生き様」をみずみずしい記録文学として世に出したい
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相手と同じものを食べてみる
坂巻哲也『隣のボノボ』
ボノボが生活するワンバの森で、私がはじめに驚いた一つは、この森の豊かさだ
った。言い換えると、この森が惜しみなく提供しているボノボの食べ物のおいし
さだった。口に含んでみると、どれもこれもがおいしいのだ。口の中に広がる甘
み、その中にからむ酸味、唾液を出すのに頬の下の方をときどき引き締めなが
ら食す。（中略） 

おいしいとはいえ、果樹園になる果実を想像してはいけない。果実によっては渋
みがあるし、ボノボの歯がみんな真っ黒なのは、食べ物の渋みが関係しているの
かもしれない。甘くてジューシーな果実でも、強い酸の含まれることは多い。調
子にのって食べていると、私の歯は過敏になって、朝晩の歯磨きのとき後悔する
ことになる。ボノボのように種ごと飲み込むようにすると、歯にはしみずに、
たくさん食べられる。大量の種が消化管を通過することにはなるが。でも、ど
んなにおいしい果実でも、食べすぎはよくない。ボノボをまねて食べている
と、たいていお腹がゆるくなる。（p.67‒68）
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相手と同じものを食べてみる
竹下文雄『カニの歌を聴け』

夏の干潟の小さな白いカニに魅了された。 彼らを理解しようと、這
いつくばっては同じ目線で景色を見たり、餌の泥を少しばかりかじ
ってみたこともあったが、いまだ謎だらけのままだ。 ただ、ずーっ
と観察を続けていると、ふと彼らの気持ちが分かるような瞬間が訪
れることがある。 あのオスはハサミの振り方が上手だからメスが気
に入りそうだなとか、近所のオスが仲のいい二人の邪魔をしようと
目を光らせているなとか、そういった具合だ。 そんな瞬間は少しだ
けカニに近づけたような気がして嬉しくなる。（巻頭言）
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動物研究者の身体の拡張
竹内剛『武器を持たないチョウの戦い方』
このチョウに出会うためには、ギフチョウにはない難しさがある。食
樹が10～20メートルある樹木で、成虫はその梢で生活していること
が多いために、山を歩いているだけではなかなかお目にかかれないの
だ。 ゼフィルスを採りたければ、先に捕虫網を付けた長さ10メート
ル近い竿を上手に操れなくてはならない。（p.51） 

飛んでいるウラジロを採るには、追いかけても無駄である。ウラジロ
がよく通るコースを認識して、そのコースの中で長竿を振りやすい場
所（他の枝が邪魔にならないとか、できるだけ低い位置であるとか）
を見つけて、ウラジロがそこを通るタイミングを狙って長竿を振ると
採りやすいことに気づいた。（中略）やはり、採りたいという思い
が、チョウの習性を知る原動力になっていたのである。（p.60）
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長竿を使ったフィールドワーク

カーボン製の全長約9ｍの長竿。8段の繰
り出し式で、必要に応じて長さを調節する。
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動物の生活空間の知覚
竹内剛『武器を持たないチョウの戦い方』
過去の私の経験上、メスアカミドリシジミが縄張
り活動する場所の条件に樹種は重要ではなく、 
木々の枝の張り具合という、（人間にとって）捉
えにくい条件が重要なのだ。言葉で表現するのは難
しいが、低木層や高木の下枝に囲まれた直径数メ
ートル程度の空間があって、そこから見上げると、
樹冠が開けて上空が見えるような場所が縄張りに
なりやすい。（p.88）
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メスアカミドリシジミが縄張りを構える。

長野市
の調査

地

図5　メスアカミドリシジミの縄張り

木に囲まれた空間が縄張りになっていた。縄張り保持者は木の枝先に止まるが、
必ず空間の方を向く。その空間に飛び込んできた昆虫を追いかける。
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動物の生活空間へ接近する
中林雅『夜のイチジクの木の上で』
ロープを用いた登攀も、簡単な作業ではない。まず、高さ2メートルある巨
大パチンコを使って、リールにつながった釣り糸を結んだおもりを枝に飛
ばす。この枝にロープを掛けて登るので、枝選びは慎重に行わなければなら
ない。（中略）ようやくロープを上る準備が整うと、ハーネスを着用し、
アッセンダーという用具をロープにセットし、ロープを上る。この作業がも
っとも体力を要する。アッセンダーを持った手をなるべく高い位置まで突
き上げ、両足をなるべく高い位置に上げる。つまり、体の伸び縮みの分が
一回に上れる距離だ。（中略）私の場合、40メートル登るのに30分を要す
る。樹冠に到達する頃には前太ももがパンパンになっている。体重が重く
なると木にかかる負担が大きくなるだけでなく、登るのに要する体力も増
すことになる。そのため、筋肉を大きくしつつも無駄な筋肉がついて体重
が増えないように、この頃の私は食事や運動に細心の注意を払うアスリー
トのような生活をしていた。（p.161‒162）
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動物と相互行為する
竹下文雄『カニの歌を聴け』

何度も試行錯誤を繰り返すうちに、少しずつ求愛行動を引きだす
「コツ」が掴めてきた。そのコツはダミーをすぐにオスに近づける
のではなく、少し「焦らして」あげるのだ。 そうするとオスはダミ
ーに向かって熱心にウェービングを披露してくれる。確かに実際の
メスの動きを観察してみると、メスは求愛を受ける前からオスに向
かうようなことはほとんどしない。そっぽを向くメスに、必死にオ
スがウェービングを行い注意を引くのだ。（p.50‒51）
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生態的参与観察の現在
「新・動物記」の事例から

• 観察者自身の身体・行為・経験の変形・拡張 → 動物の生活世界への接近 

• チョウの縄張りを把握する目、チョウを捕らえる長竿さばき、ハクセンシ
オマネキに求愛させるダミーの操作、木登りに適した体型の維持、… 

• シベットが生息する樹上によじ登る、ハクセンシオマネキが暮らす干潟に
這いつくばる、ボノボの食べ物を食べてみる、… 

• 動物の生活世界に自らの身体を浸すことで得られる経験知 

• 動物研究者の現場の観察実践は論文には（ほぼ）書かれない
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生態的参与観察の行く末
動物研究の観察実践と表現形態の未来を展望する

• 動物研究の現場の実践としての「参与観察」 

• 「（生態的）参与観察」と意識しなくても動物研究者は現場で動物の生活に「参与」している 

• 自らの参与を織り込んだときに何が明らかになるのかについては十分に検討されていない 

• 動物研究の現場での本音としての「参与観察者」／建前としての「客観的観察者」 

• 現場での参与を「なかったこと」にして「客観的な観察者」としてふるまう「自然科学の文化」 

• 現場での経験（本音）を語る場がない（抑圧されている）という構造 

• 生態的参与観察によってどのような知が産出されているのかを（あらためて）記述する必要 

• 観察者自身も巻き込まれた異種混淆的な知の産出過程を観察・記述する方法やジャンルの開拓
32
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